






展示活動企画展

No.作者名 生没年作品題名 制作年 材質・形状 備考 展示替

第Ⅵ章小川芋銭

5９小川芋銭1868-1938黄初平 大正12年(1923） 絹本･彩色･軸装

6０小川芋銭 水魅戯 大正１２年(1923） 紙本･淡彩･軸装

6１小川芋銭 夢中野干燈 大正１４年(1925） 紙木･墨画･軸装

6２小川芋銭 狐隊行 昭和５年(1930） 紙本･淡彩･軸装

6３小川芋銭 海島秋来 昭和７年(1932） 紙本･淡彩･軸装

6 ４小川芋銭 祭魚 昭和７年(1932)頃紙本･墨画･軸装

6５小川芋銭 春日遅々（魚鳥と童子）昭和９年(1934） 紙本･淡彩･軸装

6 ６小川芋銭 江村六月、雲溌姻水昭和１０年(1935） 絹zl爵淡彩｡属風(六曲-羽篠目龍三氏需贈

6７小 川芋銭 河童百図くカッパ虫＞昭和１２年(1937） 紙本･淡彩･軸装

6 ８小川芋銭 IiiI童百図く因指見月＞昭和１２年(1937） 紙本･墨画･軸装

6 ９小川芋銭 小六月 昭和１２年(1937） 紙本･彩色･軸装

第Ⅶ章大正から昭和戦前期の洋画

7０醐鉄五郎1885-1927風景 明治45年(1912)頃油彩･麻布

7１斎藤与里1885-1959夏の小川 昭和１８年(1943） 油彩･麻布

7２藤田嗣治1886-1968横たわる裸婦 昭和２年(1927） 油彩･麻布

7３小出楢重1887-1931毛糸の束 大正１５年(1926） 油彩･麻布

7４小出楢重 裸婦 昭和５年(1930)頃水彩･紙

7５安井曾太郎1888-1955安倍能成氏像 昭和１９年(19狐） 油彩･麻布

7６梅原龍三郎1888-1986‘裸婦図 大正11年(1922)頃油彩･麻布

7７熊岡美彦1889-19“ロシアの女 昭和３年(1928） 油彩･麻布

7８国吉康雄1889-1953二頭の牛 大正１１年(1922） 油彩･麻布

7９牧野虎雄1890-1946向日葵 昭和４年(1929)頃油彩･麻布

8０岸ｌＵ劉生1891-1929窓外夏景 大正１０年(1921） 油彩･麻布

8１須田国太郎1891-1961椿 昭和１５年(1940)頃油彩･麻布

8２木村荘八1893-1958静物 大正６年(1917)頃油彩･麻布

8３児島善三郎1893-1962婦人像 大正１４へ-11部ﾛ3年(1925~28）油彩･麻布

8４中川一政1893-1991静物 大正１０年(1921） 油彩･麻布

8５青山義雄1894戸1996赤い雌牛 大正１４年(1925） 油彩･カルトン

8６古賀春江1895-1933婦人 大正中期(1915-20年画水彩･紙

8７里見勝蔵1895-1981女 昭和５年(1930)頃油彩･麻布

8８前川寛治’896-1930111冒子の男（沼沢三郎氏像）昭和２年(1927） 油彩･麻布

8９佐伯祐三1898-1928コルドヌリ（靴屋） 大正１４年(1925)頃油彩･麻布

9０岡鹿之助1898-1978観測所（信号台） 大正１５年(1926） 油彩･麻布

9111-i西利雄190卜１９４８彫刻と女 |Ｗ和１４年(1939） 水彩･麻布 に'二i西詠、舗贈

9２朝井閑右衛門1901-1983画家像 昭和１１年(1936） 油彩･麻布

9３鳥海青児1902-1972闘牛 昭和７年(1932） 油彩･麻布

9４三岸好太郎1903-1934花 昭和８年(1933） 油彩･麻布

9５麻生 三 郎 1 9 1 3-2000男 昭和１５年(1940） 油彩･麻布

第Ⅷ章近代の日本画一昭和戦前期までの展開

9６竹内栖鳳1864戸１９４２水郷 昭和16年(1941） 紙２k．墨画･軸装

9７鏑木清方1878-1972夏の女客 昭和８年(1933） 絹/k･彩色･刺鑑

9８冨田渓仙1879-1936長江鵜船 大正８年(1919)頃銅爵淡彩･扉風(六曲-うlj0

9９今村紫紅1880-1916牧童 明治43年(1910)頃紙本･墨画･軸装 後簿
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大ナポレオン展
文化の光彩と精神の遺産

一TheSpiritualandCulturalLegacyノ

⑳会期平成20年11月22日（土）～平成21年1ｊ､12511（日）

●主催等主催：茨城県近代美術館

協力：日本航空、ヤマトロジスティクス

協賛：関彰商事株式会社

企画協力：東京富士美術館

⑳ポスターＢ２

鰹チラシＡ４（2種：一般用／学校IIjB布用）

鰯図録210×210ｍｍ126頁

編集・発行東京富士美術館

簿子供向けガイドわくわくガイドＡ４

・ナポレオンってどんな人？

・ナポレオンたちの暮らし

●入場者数78,702人

⑯観覧料一般1,050（950）円／高大生830（700）円

小中生470（350）円

※（）内は前売り及び20名以ｋの同体料金

●出品点数134件

●内容解説

フランス革命の混乱を統制し,フランスの発展に多大な

貢献をしたナポレオンは，政治的・軍事的天才として知ら

れている。しかし彼はまた芸術や学問といった文化的な側

面にも高い関心を寄せていた。

エジプト遠征の際には多くの学者や芸術家からなる学

術調査団を同行させ，現在のエジプト学の基礎を作った

ほか,戦利品として持ち帰った美術品をルーヴルに収めて

美術館の整備を進める一方,地方にも様々な美術館を設置

するなど，美術行政にも力を入れた。

本展では,海外でも有数のナポレオンの個人コレクター

の作品に東京富士美術館の所蔵品を加えた絵両,彫刻，工

芸，諜簡家具など１３４件を，ナポレオンの生涯に添っ

た５つの章および当館で初めて展示したジュエリーの特

別コーナーにより紹介し，彼とその時代を浮き彫りにし

た。

図録 ポスターB２
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展示活動徐面廃

噂担当山|I和子(主任学芸員）

轡関連事業

夜のギャラリートーク

担当当館学芸員

日時期間1-|｣の毎週金曜日午後６時～6時20分

．関連記事

・茨城で初の開催大ナポレオン展

１１月７日【聖教新聞】

．「大ナポレオン展」チケットペアで１０組プレゼント

１１ｊ119日【朝口新聞】

・大ナポレオン展ｌｌＨｌ９日【毎日新 聞】

・明日「大ナポレオン展」が開幕“精神の刀は剣に勝れり１１，，

１１月２１日【聖教新聞】

・ナポレオンの至宝から<l＞（111口和子）１１月21日

・ナポレオンの福雫からく2＞（|lIll和子）ｌ２ｊｌ５Ｉ~’

・ナポレオンの至宝から<3＞（山、和子）１２月19日

・ナポレオンの至宝:からく4>(山口和子）１月９日

・ナポレオンの至業から<5>(111口和子）１月231-1

以上【聖教新聞】

・茨城で大ナポレオン展１１月２２ＦI【聖教新聞】

・きようから「大ナポレオン展」１１月２２日【常陽新聞】

・大ナポレオン展「貴重な絵画紹介」１１月２２口【茨城新聞】

・県近代美術館前売り券扱い開始１１月２３日【茨城新聞】

・ナポレオンのと|擁絵画や彫刻で迫る１１月27日【朝日新聞】

・県民の声ナポレオンの魅力に触れた12月17日【茨城新聞】

・皇帝の栄華にうっとり大ナポレオン展好評

１２月１８日【産経新聞１

●関連放送

．「わいわいギャラリー」１１月28日【畑〈県域デジタル放送】
他３日

・いばらきニュース１１｣129F|【NII<県域デジタル放送】

”こんにちはわいわいスタジオ「わいわいカルチャー美術館・

大ナポレオン展」１２月１０口【N}Iq1rL域デジタル放送】

。大ナポレオン展「スクーピーレポート」

１２月10日【IBS茨城放送】

.「まちむら発情報スタジオ県庁スタジオ」

l2j-lll日【NHK県域デジタル放送】

.『夕刊ほっと」水曜カルチャー「ナポレオンと芸術」

１月7日【IBS茨城放送】

･大ナポレオン展「みんなの教育」１月22日【IBS茨城放送１

蕊
参箆誕爽鯉てどんな入興

議灘
‘瀦縦函ＩＣ Ｉ

ニイ１０ 回｜』』回｜』エ１１Ｐ

諜肥蕊蕊錘雲弓霊謬豊講窺 咽 日 r 一

チラシA４ わくわくガイド





















番号作品名

素26朝顔

素27山吹

素28紅ばら

素29額紫陽花

素30俺助椿

素３１白梅

素32桜

素33組称

素34椿太郎庵

制作年 材質。技法形状寸法縦×横ｃｎｊ出品歴

鉛筆，水彩・紙額装３６．６×51.6

鉛筆，水彩・紙擬装２７．８×38.8

順和弧(''66)年驚鮮畿額装誕9×"‘

昭和２６(''５１)年鴬:鱗鍵‘22×"？
墨,岩絵の具･紙額装３８．９×27.1

鉛筆，水彩・紙繊裟３７．１×56.6

鉛筆，水彩・紙額装３４．７×44.5

鉛筆，水彩・紙擬装３４．６×4k1.4

鉛筆水彩・紙（鍵監２４．８×34.7
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展示活動企画展

所蔵

川崎市市民ミュー

ジァム

川崎市市民ミュー

ジァム

川崎市市民ミュー
ジァム

川崎市市民ミュー

ジアム

川崎市市民ミュー

ジァム

川崎市'|了民ミュー

ジァム

川崎市市民ミュー

ジアム

川崎市市民ミュー
ジァム

川崎市市民ミュー

ジアム





















展示活動常設展

●「静物画展」平成21年２月18日(水)～４月12日（日）

油彩画,水彩画の中から静物画を特集展示｡卓上の果物,花瓶の花など身近なものを主題とした静物画に見られる多様な

表現を通して,作者の芸術観を探る機会とした。

No.作者名生 没年作品名制作年材質。形状寸法縦×横×高さウｃ、備考
l斎藤与里1885-1959花 昭和１０年（1935）油彩・麻布・額装９９．７×72.5

２中村 舞 1887-1924静物 大正2年～3年（1913-14）油彩・麻布。額装３７．９×45.5

３中村 舞 静物 大正５年（1916）油彩・麻布・額娃４２×5２

４中村 葬 雄子の静物 大正８年（1919）油彩・麻ｲif・額装５７．５×49.5

５中村・蕊 静物 大正８年（1919）油彩・板・額装 31-8×３９．４

６中村 義 カルピスの包み紙の大正12年（1923）油彩・麻布・額装６０．７×50.2升本喜三郎氏寄贈
ある静物

７小出楢重堂1887-1931毛糸の束 大正15年（1926）油彩・麻布・額装５３×72.8

８安井曾太郎1888-1955蓄糠 大正１３年（1924）油彩。麻布・糎袋５４．９×4６

９岸田劉生1891-1929篭中脂番 大正12年（1923）油彩・麻布・額装３２．１×33.5

１０木|寸荘八1893-1958静物 大熊６年頃（c､1917）油彩・麻布・額装３８×45.4

lｌ中川一政1893-1991静物 大正１０年（1921）油彩・麻布・額装３０×4０

ｌ２古賀春江1895-1933卓上静物 大正13年頃（c､1924）油彩・麻布・擬装７２．７×60.6

ｌ３高畠達四郎1895-1976鳥離 昭和33年（1958）油彩・麻布・額蛙５３×65.1

１４林武 1896-1975錐の静物 昭和６年（1931）油彩。麻布・徳酸６１．４×80.3

ｌ５渡辺浩三1897-1980静物 昭和１４年（1939）油彩・麻布・鍵裟194×l3C 渡辺惇氏寄贈

１６安藤信哉1897-1983静物 昭和54年（1979）油彩・瀞i了・額装117×1１７安藤いそ氏寄贈

１７三岸好太郎1903-1934花 昭和８年（1933）油彩・麻布・額装７９×6３

'８三岸節子1905-1999魚のいる静物 昭和38年（1963）油彩・応布・額装１００×80.3

ｌ９三橋兄弟治1911-1996山うどの花のある静物昭和28年（1953）水彩・紙・額装 75.5×116.5 作者寄贈

２０金山康喜1926-1959聖へレニウスの鍋昭和25年（1950）油彩・麻布・擬袋７２．７×90.9
２１上田葦 1928- 玉子にスプーンＢ昭和62年（1987）アクリル・麻布 １８１×２１７

２２奥谷博 1934- 桐の木の下 昭和40年（1965）油彩・麻布｢・擬嬢158×194.2 作者寄贈
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